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I･　 今日，食品添加物が多くの食品に大量使用され，

その実効をあげている反面，生理的有害性が指摘されて

いる。そこで各種添加物のうち，特に保存料の数種につ

いて，ビタミンB,,B2 にお よぼす影響を予備的に検索

したところ，なかでもソノレビン酸塩による影響が定量的

に観察されたので，今回はこの点につき検討した。

2･　実験材料には和光純薬製 ＦＡＤ およびＤ会社のソ

ルビン酸カリウム塩を用いた。それぞれをpH6.0 燐酸

緩衝液に溶解して，ソノレビン酸添加による ＦＡＤ の変化

を経時的に追跡した。 B, の分析はp.  p. c. を用 いるル

ミフラビン螢光法によった。さらにFAD, ソルビン酸

共存下にフォスファクーゼを作用させてその影響をみる

ため，フォスファターゼリッチ タカジアスターゼ(以下

ＴＤ(ｐ)と略す)を用いて同様に検討した。

3.　その結果,   FAD を燐酸緩衝液で溶解した場合，

ソルビン酸添加の影響は約１ヵ月経過でも認められなか

った。これは燐酸緩衝液自体にFAD 分解抑制作用があ

るといわれているためと考えられる。またTD(p)0.2%

存在 下における ＦＡＤ への影響はソルビン酸の共存によ

りFAD 分解率に 変化が現われ,  FAD はソルビン酸添

加の場合約40% の分解に止まり，無添加の場合は85%

も分解することがわかった。　さらに ＴＤ(ｐ)濃度差によ

a, FAD 分解 率に相違がみられた。 今回は各種酵素群

を有する ＴＤ(ｐ)を用いたため， フォスファクーゼのみ

の影響とはいえないので，今後の課題としたい。


